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青少年を取り巻く現状と課題について（船橋市青少年相談員連絡協議会） 
令和 6 年 11 月 7 日（木） 

報告者：船橋市青少年相談員連絡協議会 

副会長  村木 正昭 

議題１「青少年を取り巻く現状と課題について」 

 

1. 青少年相談員制度について 

   青少年相談員制度は、昭和３８年６月に千葉県青少年総合対策本部が発足し、最初に取り組んだ事業の一

つです。千葉県においては、昭和３８年１０月１日に「千葉県青少年相談員設置要綱」を定め、船橋市にお

いては昭和４３年１０月１日に「船橋市青少年相談員設置要綱」を定め、今日に至っています。 

   千葉県では現在、第２１期青少年相談員として約４，０６０名が活動しており、その内船橋市では、２４

４名（令和６年４月時点）の方が千葉県知事と船橋市長から委嘱を受け、千葉県や船橋市が主催する事業の

他、自治会・町会、各青少年団体等が各地域で行う様々な事業や活動を通じて広く青少年の健全育成に関わ

っています。 

 

2. 任期 

・第 21 期（現行）：令和４年４月１日から令和 7 年 3 月 31 日（3 年間） 

・第 22 期（推薦依頼予定）：令和 7 年 4 月 1 日から令和 10 年 3 月 31 日（3 年間） 

 

3. 委嘱方法 

委嘱の方法については、各自治会・町会長から推薦を受けて、市長が委嘱し「船橋市の青少年相談員」と

して活動していただくとともに、市から千葉県知事に推薦し「千葉県の青少年相談員」としても委嘱されま

す。 

 

4. 推薦基準（船橋市青少年相談員設置要綱 6条より） 

・青少年の実地指導に熱意を有し、活動力のある者 

・青少年及び家族の心理を理解し、その相談に応ずることのできる資質を有する者 

・社会的に信望があり、関係各機関及び団体との円滑な連絡を保ち、地域社会を指導する能力のある者 

・委嘱するときの年齢が 20 歳以上 51 歳以下の者 

※第 22期については 20歳以上 55歳以下の者 
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5. 活動内容 

  ●地区活動 

   各自治会、町会主催のイベントに参加しています。 

    Ex:盆踊り、ふれあい祭り、餅つき大会 等 

各公民館区を中心とした地域イベントへ参加しています。 

    Ex:ハッピーサタデー、子どもまつり、文化祭 等 

 

 

 

 

 

●ブロック活動 

   市内を５ブロックに分け、地区活動と比べより大きな事業を実施しています。 

    Ex:ウィンタースポーツの会（スキー体験）、サマースクール 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

●船橋市青少年相談員連絡協議会（通称「連協」）活動 

   一番大きな組織単位の活動として、市内全域を対象とした様々な主催事業はもちろんのこと、各種団体の

事業へ参加することや、青少年相談員自らのスキルアップのための研修企画や広報活動等も行っています。 

    Ex:船橋市青少年キャンプ、船橋市少年少女交歓大会へ運営委員として参加、青少年相談員課題研修会

の実施、広報紙「わかば」の発行 等 

豊富地区福祉祭り 

東部ブロックバスハイク 

第 59 回船橋市青少年キャンプの様子 

日程：令和 6 年 7 月 26 日～28 日 

場所：宇都宮市冒険活動センター 
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6. 令和5年度船橋市青少年相談員活動の現状と取り組み 

 

日　時 参加者 内　容

4/16（日） 相談員　　　５０名
令和４年度事業報告・決算報告、について審議し、すべて承認されました。
令和５年度事業計画・予算について審議し、承認されました。

4/27（木）
相談員　　　２０名
事務局　　　　１名

各委員会の初回の会議日程や、担当副会長を決定しました。また、外部団体等の担当につ
いても決定しました。

5/13～14
（土・日）

相談員　　　　７名
7/28～7/30に実施する船橋市青少年キャンプ事業の下見として、施設内の状況及び周
辺を実地調査しました。

7/1（土） 相談員　　　１３名
船橋市青少年相談員連絡協議会ホームページ内ブログの更新操作を習得することを目的に
講習をしました。

7/28～7/30
　(金・土・日）

青少年　　　８３名
相談員　　　２７名
友の会　　　　２名
事務局他　　　４名　　計１１6名

今年度は「山梨県立八ヶ岳少年自然の家」において実施。子供たちはキャンプファイ
ヤー、飯ごう炊飯などを通して仲間の大切さや自然の素晴らしさを体験しました。
指導者全体会議：6/25（日）　結団式：7/9（日）　写真展：オンライン

8/20（日） 相談員　　　１３名
青少年相談員制度が創立して60周年になるということで「青葉の森公園芸術文化ホー
ル」にて実施。千葉敬愛高校ダンス部による発表や相談員が繋いだ折り鶴の掲示などがさ
れました。

10/22（日） 相談員　　　６７名（船橋市９名）
今年度は市川市が幹事市となり「子どもをのばすためのコミュニケーション」というテー
マで実施しました。講義やグループディスカッションを通じて子どもとどのように接して
いけばよいのかについて考えることができました。

10/29（日）
相談員　　　１２名
青少年　　１４０名

青少年相談員は体育館にて軽スポーツ体験（フリースロー、ボッチャ、ストラックアウ
ト）を実施しました。
（船橋市少年少女交歓大会実行委員会　主催）

11/12（日） 相談員　　　　5名
次年度の船橋市青少年キャンプ事業候補地の下見として、キャンプ場内の状況及びキャン
プ場周辺を実地調査しました。

11/19（日）
・午前の部
・午後の部

相談員　　　　午前の部：２５名
　　　　　　　午後の部：２６名
青少年　　　　午前の部：３３名
　　　　　　　午後の部：３１名

今年度は、船橋市青少年会館において、「ドッチビー」を実施しました。当日は、小学１
年生から６年生までの男女混合チームを作り、青少年相談員も子供たちと共に汗を流しな
がら活動することができました。

12/2（土）
相談員　　　７０名（船橋市１４名）
青少年　　　７９名（船橋市５名）

今年度は習志野市が幹事市となり、習志野市立袖ケ浦体育館にてモルック大会を実施。葛
南地域（市川・船橋・習志野・八千代・浦安）の子供たちが一堂に会し、スポーツを通じ
て互いの友情を深めることができました。

●船橋市青少年キャンプ（山梨県立八ヶ岳少年自然の家）

●千葉県青少年相談員60周年記念大会（青葉の森公園芸術文化ホール）

●船橋市青少年キャンプ下見・春（山梨県立八ヶ岳少年自然の家）

●ブログ操作講習（Zoom）

令和５年度　事業報告書

行事名（場所）

●令和5年度定期総会（青少年会館）

●委員会全体会（船橋市役所　１１階　大会議室）

船橋市成人式において青少年相談員は式典会場内における新成人の誘導、第2駐車場内に
設置されたフォトスポットを担当しました。

●第56回船橋市少年少女交歓大会（船橋市運動公園）

●第43回船橋市青少年のつどい大会（船橋市青少年会館）

●葛南地区青少年相談員課題研修会（市川市勤労市民センター本館）

●船橋市青少年キャンプ下見・秋（宇都宮市冒険活動センター）

3/10（日） 相談員　　　２２名
船橋市中央消防署にて、心肺蘇生法やAEDの使用方法について講義をしていただき、今後
の活動で活用できる知識を学びました。

●令和5年度　文化研修事業（中央消防署講堂）

●葛南地区青少年つどい大会（習志野市立袖ケ浦体育館）

3/8（金） 相談員　　　１０名 ブロックを代表する選考委員により令和６年度役員の推薦者を決定しました。

●令和６年船橋市成人式（船橋アリーナ）

1/８（月） 相談員　　　２４名

●令和6年度役員選考特別委員会

船橋市長や、船橋市自治会連合協議会長等、各関係団体の方と親睦を深めるとともに、相
談員相互の団結力を高めることができました。

相談員　　　４５名
来賓等　　　　８名

●令和6年　船橋市青少年相談員新年会（イタリアンバルCONA船橋店）

1/20（土）

admin
テキストボックス
３



こども家庭部（地域子育て支援課） 資料 

こどもに聞いた放課後の過ごし方 

 

 
 

 

放課後児童健全育成事業（放課後ルーム事業） 
小学校に就学している児童であって、その保護者が労働等により昼間、家庭にいない児童に、適切な遊び及

び生活の場を与えて、その健全な育成を図ることを目的とし、全小学校区（55 カ所）で放課後ルームを開設し

ています。 

         放課後ルーム入所児童数の推移        （単位：人） 

 区分 

年度 
1 年生 2 年生 3 年生 4 年生以上 

入所児童数

【合計】 
待機児童数 

需要数 

入所児童+待機児童 

R2 1,885 1,679 1,290 763 5,617 472 6,089 

R3 1,895 1,625 1,239 816 5,575 227 5,802 

R4 1,951 1,665 1,243 778 5,637 343 5,980 

R5 1,962 1,710 1,271 784 5,727 379 6,106 

R6 1,902 1,740 1,306 817 5,765 402 6,167 

（各年 4月 1日現在） 
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1.0
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自分の家で、一人で過ごす

家族と過ごす

おじいちゃん・おばあちゃんやおばさんなどの親せきの家に行く

放課後ルームに行く

船っ子教室（放課後子供教室）に行く

児童ホームに行く

放課後等デイサービスに行く

友だちと遊ぶ

塾や習い事に行く

学校の部活動や地域のクラブ活動に参加する

ゲームセンターや繁華街へ遊びに行く

家のお手伝いをする（家族のお世話や家事など）

アルバイトに行く

その他

わからない

無回答

小学生（n=506）

中高生（n=1391）

＜普段の過ごし方＞ 

資料：令和 5 年度 船橋市子ども・子育て支援に関するアンケート調査 

（表１） 

（表２） 
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放課後ルームの利用状況 
《放課後ルーム受け入れ可能数・需要数・待機児童数の推移》 

 

 

 

 

 

（参考）船っ子教室登録・利用状況 

 区分 

年度 
実施校数(校) 登録者数(人) 登録率(％) 延参加者数(人) 

平均利用者数/日 

1 校あたり（人） 

R2 54 27,077 80.1 238,552 20.5 

R3 55 28,205 84.2 289,824 21.8 

R4 55 29,034 87.5 360,150 27.0 

R5 55 29,104 89.0 443,150 33.4 

 

 

              （参考）児童ホーム利用者別内訳          （単位：人） 

   区分 

年度  
幼児 小学生 中学生 高校生 大人 総合計 

平均利用者数/日 

1館あたり（人） 

R2 48,986 29,031 2,355 217 44,070 124,659 37.1 

R3 144,230 128,166 10,702 1,654 128,806 413,558 73.4 

R4 184,657 216,457 21,242 1,339 172,215 595,910 97.8 

R5 201,389 275,440 26,924 1,753 194,195 699,701 113.6 
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（表 3） 
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船橋市ホテル等審議会について  
 

 

１ ． 船 橋 市 ラ ブ ホ テ ル の 建 築 規 制 に 関 す る 条 例 の 制 定 の 経 緯   

(1)  昭和 56 年 7 月、北本町で建築されたラブホテルに関して周辺住民とのトラブルが発

生し、周辺住民、PTA 等からラブホテル建築を規制するようにとの陳情が市及び市議

会に提出された。  

 

(2)   当時の法規制を踏まえ、ラブホテル建築規制の検討に入る。  

①  「旅館業法」  関係  

・ ラブホテル形態のホテルであっても営業にあたっては、一般のホテル、旅館との

区別がなく、県知事の許可を受ける。  

・ 県知事は、ホテルの構造設備が基準に適合しない時や建築場所が学校、児

童福祉施設などの周囲おおむね 100ｍ以内の場合は不許可にできる。  

・ 旅館業法の目的は、「旅館業の業務の適正な運営を確保すること等により、旅

館業の健全な発達を図るとともに、旅館業の分野における利用者の需要の高

度化及び多様化に対応したサービスの提供を促進し、もって公衆衛生及び国

民生活の向上に寄与する」ことであるため、旅館業法による規制にも一定の限

界があった。  

 

②  「建築基準法」  関係  

・ 用途地域のうち、「第一種住居専用地域」、「第二種住居専用地域」、「工業

地域」及び「工業専用地域」では、ホテル及び旅館を建築してはならないとされ

ているが、この建築基準法でもラブホテルを一般のホテル、旅館と区別しておら

ず、ホテル及び旅館の建築が認められる「住居地域」、「近隣商業地域」、「商

業地域」及び「準工業地域」でラブホテルの建築が可能となっていた。  

・ 特に「住居地域」におけるラブホテル建築が目立っていたことから、この地域に

おける問題が起こっていた。  

 

③  「船橋市旅館営業の規制に関する条例」  関係  

・ ホテル及び旅館の建築が認められる「住居地域」におけるラブホテル形態のホ

テル建築を明確に規制していなかったことから有効な対応に苦慮し、建築規制

は容易ではなかった。  

 

(3)   昭和 58 年 1 月 1 日  条例制定  

・ 船橋市においても、良好な地域環境の保全を図る必要性を痛感し、居住、教

育、環境の面からラブホテルの乱立、建設を見過ごせない状況であった中で、
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市民の要請、特に、青少年団体及びＰＴＡ等からの強い要請を受けて条例を

制定した。  

 

２ ． 概 要   

・ 「船橋市ラブホテルの建築規制に関する条例」に基づき昭和 58 年 1 月 1 日に船橋

市ホテル等審議会が設置される。  

・ 船橋市ホテル等審議会の委員は、現在、教育（２名）、青少年、文化、司法、地域団

体、建築、経済の分野から選出された 8 名で構成されている。  

・ 船橋市ホテル等審議会は、市民の良好な生活環境の保持と青少年の健全な育成を

目的にラブホテルの建築規制を行っている。  

 

３．活動内容   

・ ホテルの建築に関し、必要な事項の審議を行う。  

・ 近年の審議会開催状況  （令和 6 年 10 月 1 日時点）  

 

年度  開催回数  

H２２  １回  

H２３  ２回  

H２４  １回  

H２５  １回  

H２６  １回  

H２７  １回  

H２８  １回  

H２９  １回  

H３０  １回  

R1 ０回  

R2 ０回  

R３  ０回  

R４  ０回  

R５  ０回  

 

４．市との関係等   

・ 市の附属機関  

・ 委員報酬  ： 9,800 円／回  
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愛
さ
れ

る
チ
ー
ム
に
成
長
し
活
躍
す

る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
え

る
ま
ち
と
し
て
成
長
し
て
き

ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
市

民
と
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上

げ
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
市
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
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ま
た
、
開
会
式
に
船
橋
市

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
づ
く
り

推
進
事
業
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
「
汗
一
平
」
と
「
風
さ

や
か
」
も
登
場
し
、
参
加
者

と
共
に
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市

宣
言
40
周
年
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

●
参
加
者
の
声

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
全
部

楽
し
か
っ
た
。

・
普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い

ス
ポ
ー
ツ
や
体
験
が
色
々

楽
し
め
る
の
で
、
す
ご
く

い
い
企
画
だ
と
思
う
。

・
楽
し
か
っ
た
。
技
を
や
っ

て
、
も
し
襲
わ
れ
た
と
き

に
為
に
な
る
。（
少
林
寺

拳
法
体
験
者
）

・
子
供
た
ち
と
一
緒
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
参
加
し
た
。

・
体
を
動
か
す
こ
と
で
交
流

も
持
て
、
心
身
の
活
性
化

に
繋
が
り
、
良
い
こ
と
だ

と
思
っ
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
概
要
】

・
延
べ
体
験
者
数

　

５
，
１
４
３
人

（
各
ブ
ー
ス
体
験
者
数　

４
，

６
７
０
人
（
延
べ
）
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
参
加
者
数　

４
７

３
人
（
参
加
用
紙
回
収
数
））

・
出
展
団
体

剣
道
連
盟
、
卓
球
協
会
、

一
輪
車
協
会
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
協
会
、
少
林
寺
拳
法
連
盟
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
協
会
、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
協
会
、
弓
道
協
会
、
船

橋
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
、
船
橋
市
ス
ポ
ー
ツ
と

健
康
を
推
進
す
る
会
、
船
橋

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

ふ
な
ス
ポ
活
き
生
き
パ
ー
ク

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
、

地
域
保
健
課
、
大
塚
製
薬
株

式
会
社
、
市
立
船
橋
高
等
学

校
サ
ッ
カ
ー
部
、
株
式
会
社

大
木
無
線
電
気
、
日
本
生
命

保
険
相
互
会
社

・
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
団
体

野
球
協
会
、
テ
ニ
ス
協
会
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
、
馬
術

協
会
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
協
会
、
船
橋
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会
（
第
８
回

元
気
ふ
な
ば
し
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）、
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ

ふ
な
ば
し
、
ク
ボ
タ
ス
ピ
ア

ー
ズ
船
橋
・
東
京
ベ
イ
、
千

葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
、
船

橋
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
、
ふ
な
ば
し
市
民
大
学

校

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
創

出
す
る
た
め
、「
船
橋
市
ス

ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
40
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

船
橋
市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都

市
40
周
年
記
念
事
業
の
第
１

弾
と
し
て
、
令
和
５
年
７
月

９
日
（
日
）
に
「
船
橋
市
ス

ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
40
周

年
記
念　

ス
ポ
ー
ツ
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
講
演
は
、
ス
ポ

ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
を
行
っ

た
年
に
体
育
科
が
開
設
さ
れ

た
市
立
船
橋
高
等
学
校
の
第

３
体
育
館
を
会
場
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
ア
メ
リ
カ
体
操

協
会
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
ス

ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

富
田　

洋
一
氏
を
お
招
き
し
、

「
夢・情
熱・感
謝A

m
erican 

Dream

〜
挑
戦
の
果
て
に

〜
」
と
題
し
、
単
身
ア
メ
リ

カ
に
渡
り
、
体
操
選
手
か
ら

コ
ー
チ
へ
の
転
身
を
果
た
し

た
経
験
に
焦
点
を
当
て
、
新

た
な
文
化
や
環
境
に
お
い
て

自
己
を
超
え
、
挑
戦
し
成
長

す
る
過
程
を
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

大
勢
の
参
加
者
の
前
で
富

田
氏
は
「
人
生
は
失
敗
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
多
い
。
情
熱
を

持
ち
一
生
懸
命
に
夢
に
向
か

っ
て
進
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ

ス
ト
と
し
て
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
体
操
競

技
個
人
総
合
で
金
メ
ダ
ル
に

輝
い
た
橋
本　

大
輝
選
手
が

母
校
に
凱
旋
し
、
富
田
氏
と

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
で
き
な
い
技
が
で

き
た
と
き
の
喜
び
や
試
合
前

の
緊
張
の
解
き
方
な
ど
を
明

か
し
、「
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
か
ら
の
応
援
に
支
え
ら
れ

て
い
る
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
だ
け
で
な
く
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
前
人
未

到
の
３
連
覇
を
目
指
し
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
に
あ
わ
せ

て
、
富
田
氏
が
率
い
る
ア
メ

リ
カ
ジ
ュ
ニ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
と
市
立
船
橋
高
等
学

校
体
操
部
の
合
同
練
習
の
一

般
公
開
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
世
界
で
活
躍

す
る
指
導
者
と
ア
ス
リ
ー
ト

の
言
葉
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

体
操
競
技
を
間
近
に
触
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
大
い
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言

40
周
年
記
念
事
業
第
２
弾
は
、

令
和
５
年
10
月
９
日
（
月
・

祝
）
に
船
橋
市
運
動
公
園
に

て
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
は
、
日
頃
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
を
支

え
続
け
る
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
や
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
関
係

団
体
の
協
力
を
得
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
幅
広
い
年
齢
の

人
々
が
卓
球
や
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
・
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

誰
も
が
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
１
つ
で

あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
は
、
屋
外
で
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
行
う
予
定
だ
っ

た
市
立
船
橋
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
が
飛
び
入
り
で
参
加
し
、

華
麗
な
ボ
ー
ル
さ
ば
き
や
パ

ス
ワ
ー
ク
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

船
橋
市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
40
周
年
記
念
事
業
を

実
施
し
ま
し
た

船
橋
市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
40
周
年
記
念
事
業
を

実
施
し
ま
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

admin
テキストボックス
資料３

admin
テキストボックス
９
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【
少
年
非
行
の
現
況
】

令
和
５
年
中
に
当
署
で
検

挙
し
た
少
年
は
、
35
人
で
あ

り
、
前
年
に
比
べ
４
人
増
加

し
ま
し
た
。

主
な
非
行
内
容
は
、
万
引

き
や
自
転
車
盗
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
非
行
は
初
発

型
非
行
と
言
い
、
犯
行
手
段

が
容
易
で
、
動
機
が
単
純
で

あ
る
も
の
の
、
本
格
的
な
非

行
へ
発
展
し
て
い
く
危
険
性

が
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
殊
詐
欺
グ
ル
ー

プ
に
少
年
が
加
わ
り
、「
受

け
子
」
や
「
出
し
子
」
と
し

て
犯
罪
に
加
担
す
る
事
件
や

少
年
の
薬
物
事
件
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
を
端
緒
と
し
た
児
童
ポ

ル
ノ
事
件
な
ど
の
増
加
も
あ

げ
ら
れ
、
少
年
を
取
り
巻
く

昨
今
の
社
会
情
勢
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

【
少
年
補
導
の
現
況
】

当
署
管
内
に
お
け
る
令
和

５
年
中
の
少
年
補
導
件
数
は
、

４
５
２
件
で
、
前
年
に
比
べ

30
件
減
少
し
ま
し
た
。
千
葉

県
下
に
お
い
て
も
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
当
署

に
お
い
て
は
、
家
出
少
年
を

扱
う
こ
と
が
多
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
大

人
に
安
易
に
会
い
に
行
き
、

性
被
害
や
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
は

後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
署
で
は
、

家
出
少
年
や
不
健
全
異
性
交

友
を
繰
り
返
す
少
年
の
把
握

に
努
め
、
当
該
少
年
に
対
す

る
継
続
的
な
少
年
補
導
活
動

を
実
施
し
、
犯
罪
被
害
の
未

然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
起
因
す

る
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
は
、
い

わ
ゆ
る
不
良
少
年
と
呼
ば
れ

る
少
年
だ
け
で
な
く
、
ど
こ

に
で
も
い
る
普
通
の
少
年
で

も
当
事
者
に
な
り
え
る
こ
と

か
ら
、
少
年
達
の
身
近
に
い

る
学
校
関
係
者
や
保
護
者
の

方
か
ら
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性

や
使
い
方
に
つ
い
て

指
導
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
児
童
虐
待
の
現

況
】令

和
５
年
中
に
お

け
る
当
署
か
ら
の
児

童
相
談
所
へ
の
児
童

虐
待
通
告
人
員
は
２

５
９
人
（
前
年
比
38

人
増
加
）、
一
時
保

護
を
必
要
と
し
た
通

告
は
12
件
（
前
年
比

16
件
減
少
）
に
な
り

ま
す
。
近
年
、
児
童

虐
待
の
通
告
人
員
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、

一
昨
年
は
前
年
よ
り

減
少
し
た
も
の
の
昨

年
は
増
加
に
転
じ
る

な
ど
、
依
然
と
し
て

高
水
準
で
推
移
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。児

童
虐
待
は
、
主

と
し
て
家
庭
の
中
で

起
き
る
こ
と
が
多
い

た
め
潜
在
化
し
や
す
く
、
ま

た
反
復
・
継
続
す
る
こ
と
で
、

児
童
に
重
大
な
被
害
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
高
い
こ
と
か
ら
、

早
期
に
児
童
虐
待
を
発
見
し
、

児
童
を
保
護
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。　

当
署
で
は
、
些
細
な
兆
候

も
見
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
や

連
携
し
た
対
応
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
危
険
性
の
高
い

虐
待
に
つ
い
て
は
積
極
的
な

事
件
化
を
図
る
な
ど
、
児
童

の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し

た
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い

ま
す
。

【
少
年
の
非
行
防
止
と
保
護

対
策
】

当
署
で
は
、
少
年
の
「
非

行
防
止
」
と
「
保
護
」
の
観

点
か
ら
対
応
す
べ
く
、
様
々

な
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

船
橋
署
少
年
剣
友
会
（
少

年
剣
道
）
の
活
動
に
よ
る
少

年
の
規
範
意
識
や
自
制
心
な

ど
を
育
み
少
年
非
行
の
防
止

を
図
る
「
タ
ッ
チ
ヤ
ン
グ
活

動
」、
元
警
察
官
等
を
学
校

に
派
遣
し
、
学
校
に
お
け
る

非
行
防
止
対
策
な
ど
を
継
続

し
て
支
援
す
る
「
ス
ク
ー

ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
の

運
用
、
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
、
見

守
り
活
動
や
街
頭
補
導
活
動

等
を
実
施
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
」
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
や
薬

物
乱
用
防
止
教
室
等
の
講
話

や
学
校
で
の
不
審
者
対
応
訓

練
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
効
果
的

に
推
進
し
、
少
年
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
に
は
、
少
年

達
と
身
近
に
い
る
皆
さ
ま
方

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
警

察
活
動
に
対
す
る
御
理
解
、

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

青
少
年
非
行
の
概
況
及
び
非
行
防
止
と
保
護
対
策
に
つ
い
て

青
少
年
非
行
の
概
況
及
び
非
行
防
止
と
保
護
対
策
に
つ
い
て

船
橋
警
察
署

船
橋
警
察
署

船
橋
東
警
察
署
管
内
に
お

け
る
令
和
５
年
中
の
刑
法
犯

認
知
件
数
は
１
３
９
２
件
で

あ
り
、
前
年
に
比
べ
２
８
０

件
増
加
し
ま
し
た
。
少
年
の

刑
法
犯
検
挙
人
数
は
27
人
で
、

前
年
に
比
べ
12
人
増
加
し
て

お
り
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪

の
増
加
に
比
例
し
て
検
挙
さ

れ
た
少
年
も
増
加
し
た
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
非
行
は
、
初
発
型
非

行
と
言
わ
れ
る
万
引
き
や
自

転
車
盗
で
す
が
、
強
盗
事
件

や
恐
喝
事
件
な
ど
の
重
要
犯

罪
も
認
知
し
て
お
り
ま
す
。

少
年
補
導
件
数
は
３
４
３

件
で
、
前
年
と
同
水
準
の
件

数
で
あ
り
、
う
ち
２
２
７
件

が
高
校
生
で
し
た
。
行
為
種

別
は
深
夜
徘
徊
が
全
体
の
約

６
割
を
占
め
、
飲
酒
や
喫
煙

は
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
勢
を
踏
ま
え
、

次
に
挙
げ
る
事
項
を
重
点
取

組
と
し
て
、
本
年
も
少
年
の

非
行
防
止
と
保
護
対
策
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
非
行
少
年
を
生
ま
な
い
社

会
気
運
の
醸
成
】

昨
今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用

し
た
「
闇
バ
イ
ト
」
と
呼
ば

れ
る
犯
罪
実
行
者
募
集
が
横

行
し
て
お
り
、
少
年
ら
が
小

遣
い
稼
ぎ
程
度
の
軽
い
気
持

ち
で
応
募
し
て
、
強
盗
や
電

話
ｄ
ｅ
詐
欺
等
に
加
担
し
、

逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
多
く
報

道
さ
れ
て
お
り
、
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
犯
罪
少
年
を
生

ま
な
い
た
め
に
、
規
範
意
識

の
醸
成
等
を
目
的
と
し
て
、

教
育
機
関
等
と
連
携
し
た
非

行
防
止
教
室
を
開
催
し
て
い

る
ほ
か
、
初
発
型
非
行
の
徹

底
検
挙
、
補
導
活
動
の
強
化

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
犯
罪
加
担
防
止
を
訴

え
る
ポ
ス
タ
ー
を
製
作
し
て

多
数
の
協
力
団
体
に
掲
示
し

て
い
た
だ
き
、
地
域
全
体
で

犯
罪
へ
の
加
担
を
防

止
す
る
気
運
を
醸
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

【
少
年
を
取
り
巻
く

有
害
環
境
の
変
化
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
や
使
用
者
の

低
年
齢
化
に
よ
り
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
知

り
合
っ
た
者
か
ら
の

性
的
被
害
や
、
書
き

込
み
等
に
起
因
し
て

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
案
を
多
く

認
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
述
の
と
お

り
、
犯
罪
実
行
者
募

集
に
対
し
、
安
易
に

応
募
し
て
電
話
ｄ
ｅ

詐
欺
等
の
犯
罪
に
加

担
す
る
な
ど
、
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
が

日
々
変
化
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
脅
威
か

ら
少
年
を
守
る
た
め
、

教
育
機
関
と
連
携
し
て
ネ
ッ

ト
安
全
教
室
等
の
モ
ラ
ル
教

育
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、

ネ
ッ
ト
空
間
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
適
正
利
用
は
、
保
護
者
等

に
よ
る
情
報
管
理
が
不
可
欠

で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
全
体

で
そ
の
危
険
性
を
繰
り
返
し

発
信
し
、
指
導
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
児
童
の
安
全
を
最
優
先
と

し
た
児
童
虐
待
対
策
】

令
和
元
年
、
野
田
市
に
お

い
て
女
児
が
父
親
か
ら
暴
行

を
受
け
死
亡
し
た
事
件
を
契

機
に
、
様
々
な
法
改
正
や
対

応
の
厳
格
化
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
全
国
で
は
未
だ
痛

ま
し
い
児
童
虐
待
事
案
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
家
庭
で
起

き
る
こ
と
が
多
い
た
め
潜
在

化
し
易
く
、
継
続
的
に
行
わ

れ
、
よ
り
深
刻
な
被
害
に
発

展
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
期
発
見
、
早
期
対

応
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

警
察
で
は
、「
子
供
の
泣

き
声
が
聞
こ
え
る
」
な
ど
の
、

断
片
的
な
情
報
で
あ
っ
て
も

調
査
を
尽
く
し
、
虐
待
行
為

の
事
実
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
等

と
連
携
を
密
に
し
て
、
機
を

逸
す
る
こ
と
な
く
情
報
共
有

を
図
り
、
危
険
度
の
高
い
虐

待
は
積
極
的
に
一
時
保
護
を

行
っ
て
お
り
、
児
童
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
た
対
応
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
対
策
を
効
果
的
に
推

進
し
、
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
た
め
に
は
、
警
察
の
み

な
ら
ず
、
各
行
政
機
関
や
保

護
者
の
方
々
を
始
め
と
す
る

市
民
の
皆
様
の
御
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
今
後
と
も
警
察

活
動
に
対
す
る
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

船
橋
東
警
察
署
管
内
に
お
け
る
少
年
の
非
行
防
止
・

保
護
総
合
対
策
に
つ
い
て

船
橋
東
警
察
署
管
内
に
お
け
る
少
年
の
非
行
防
止
・

保
護
総
合
対
策
に
つ
い
て

船
橋
東
警
察
署

船
橋
東
警
察
署

【見守り活動】

【防犯講話】
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本
校
は
、
船
橋
市
の
次
代

を
担
う
市
民
を
養
成
す
る
学

校
と
い
う
創
立
の
趣
旨
に
沿

っ
て
普
通
、
商
業
、
体
育
の

３
学
科
を
設
置
し
、
地
域
社

会
の
要
望
に
応
え
る
よ
う
努

力
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の

船
橋
市
や
千
葉
県
、
日
本
を

担
う
人
材
を
育
成
す
る
中
核

市
の
市
立
高
校
と
し
て
、
地

域
と
と
も
に
、
さ
ら
に
発
展

し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。平

成
28
年
か
ら
「
い
ち
ふ

な
が
放
つ
四
本
の
矢
」
と
し

て
学
校
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。

「
第
一
の
矢
」

単
位
制
の
導
入

進
路
希
望
に
応
じ
た
多
様

な
選
択
科
目
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
主
体
的
に
意

欲
を
持
っ
て
学
習
す
る
こ
と

を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

「
第
二
の
矢
」

進
学
、
国
際
コ
ー
ス
の
設
置

コ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
進
学
コ
ー
ス
で
は

進
路
希
望
を
実
現
し
、
国
際

教
養
コ
ー
ス
で
は
語
学
学
習

に
特
化
し
た
教
育
を
実
現
し

て
い
ま
す
。

「
第
三
の
矢
」

学
区
拡
大

普
通
科
の
通
学
区
域
を
船

橋
市
全
域
か
ら
市
内
の
県
立

高
校
と
同
様
の
通
学
区
域
に

変
更
し
ま
し
た
。

「
第
四
の
矢
」

市
内
中
学
生
優
先
入
学
制
度

2024 年（令和 6年）3月 20 日（ 3）第 56 号 青少年だより

20歳未満の飲酒・喫煙を防止しよう

普
通
科
の
入
学
者

選
抜
に
市
内
中
学
生

優
先
入
試
制
度
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
、

市
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
生
徒
が
互
い
に
高

め
合
う
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

加
え
て
、
令
和
５

年
度
か
ら
６
年
度
に

か
け
て
、
本
校
の
学

習
環
境
は
大
き
く
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、

主
要
教
室
へ
の
電
子

黒
板
の
設
置
、
生
徒

１
人
１
台
Ｐ
Ｃ
の
導
入
、
全

体
育
施
設
へ
の
空
調
完
備
等

で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
生

徒
に
一
層
充
実
し
た
学
習
活

動
を
提
供
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
ま
す
ま
す
本
校
の
担
う

役
割
と
責
任
は
大
き
く
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け

が
５
類
に
格
下
げ
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
本
校
の
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
も
本
来

の
活
発
さ
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

普
通
科
国
際
教
養
コ
ー
ス

を
中
心
に
短
期
留
学
や
語
学

研
修
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
形

に
戻
し
て
行
い
、
ア
メ
リ
カ

及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉

妹
校
と
の
国
際
交
流
を
活
発

に
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
商
業
科
で
は
、
地

元
企
業
や
大
学
等
と
の
連
携

事
業
（
商
品
開
発
・
Ｅ
Ｃ
シ

ョ
ッ
プ
・
販
売
実
習
・
出
張

授
業
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

等
）
を
精
力
的
に
展
開
す
る

と
と
も
に
、
資
格
取
得
へ
の

徹
底
し
た
指
導
に
よ
り
日
商

簿
記
１
級
合
格
者
を
輩
出
す

る
な
ど
大
き
な
成
果
を
挙
げ

ま
し
た
。

体
育
科
は
、
野
外
実
習

（
キ
ャ
ン
プ
・
ス
キ
ー
）
を

安
全
か
つ
着
実
に
行
う
と
と

も
に
、
本
校
の
大
き
な
特
色

の
ひ
と
つ
で
あ
る
運
動
部
活

動
の
中
心
と
し
て
関
東
・
全

国
大
会
等
で
活
躍
し
ま
し
た
。

今
後
も
総
勢
１
２
０
０
名

の
生
徒
た
ち
が
、
船
橋
市
の

皆
さ
ま
の
温
か
い
支
援
を
受

け
て
学
習
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
市

船
の
教
育
活
動
に
ご
理
解
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

児
童
・
生
徒
防
犯
安
全
対
策
室

児
童
・
生
徒
防
犯
安
全
対
策
室

「
次
代
を
担
う
生
徒
の
育
成
」
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

「
次
代
を
担
う
生
徒
の
育
成
」
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校

船
橋
市
立
船
橋
高
等
学
校

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内

の
子
供
の
防
犯
対
策
と
し
て
、

不
審
者
情
報
の
発
信
や
防
犯

ブ
ザ
ー
の
配
付
、
教
育
用
冊

子
「
ふ
な
っ
こ
の
ぼ
う
は

ん
」
を
活
用
し
た
防
犯
教
育
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
各
学
校
へ
の

設
置
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
子
供
の
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
事
業
」
で
は
、
地
域

の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
業

は
、
全
国
的
に
子
供
が
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
が
発
生

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
保
護
者

の
方
々
や
地
域
の
方
々
が

「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
と

な
る
こ
と
で
、
子
供
を
見

守
る
地
域
の
「
目
」
が
増

え
、
不
審
者
被
害
の
抑
止

に
つ
な
が
り
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
登
下
校

の
時
間
帯
を
中
心
に
、
学

校
か
ら
配
付
さ
れ
る
腕
章
と

帽
子
を
身
に
着
け
て
、
通
学

路
や
近
く
の
公
園
な
ど
で
子

供
の
見
守
り
を
し
ま
す
。
出

勤
す
る
と
き
に
途
中
ま
で
子

供
と
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
見

守
る
、
犬
の
散
歩
を
し
な
が

ら
見
守
る
、
下
校
の
時
間
に

合
わ
せ
て
買
い
物
に
行
き
な

が
ら
見
守
る
等
の
よ
う
な
、

な
が
ら
見
守
り
を
し
て
活
動

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ

て
、
事
業
開
始
前
の
平
成
17

年
度
に
は
不
審
者
被
害
件
数

が
１
９
２
件
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
事
業
開
始
後
に
不
審
者

被
害
件
数
が
年
々
減
少
し
、

近
年
で
は
約
60
件
程
度
で
推

移
し
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
登
録

者
に
つ
い
て
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
て
担
い
手
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

す
。
活
動
は
定
期
的
で
な
く
、

で
き
る
と
き
に
で
き
る
範
囲

で
構
い
ま
せ
ん
。
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
事
業
に
ご
協
力
を
い

た
だ
け
る
方
は
、
下
記
の
連

絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

児
童
・
生
徒
防
犯
安
全
対

策
室
で
は
、
今
後
も
防
犯
対

策
の
推
進
を
図
り
、
地
域
の

皆
様
、
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
等

の
保
護
者
の
皆
様
と
相
互
に

連
携
し
、
子
供
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
に
必
要
な
対
策
を

行
う
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。地

域
の
皆
様
方
に
は
、
今

後
も
引
き
続
き
、
子
供
の
見

守
り
な
ど
、
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
登
録
等

の
問
合
せ
先
】

教
育
委
員
会
学
校
教
育
部

保
健
体
育
課

児
童・生
徒
防
犯
安
全
対
策
室

０
４
７
―
４
３
６
―
２
８
７
６

子
供
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
業
に
ご
協
力
を

子
供
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
業
に
ご
協
力
を

Ｙ
Ａ
（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル

ト
）
と
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
へ
の
過
渡
期
に
い
る
人
た

ち
の
こ
と
で
、
主
に
10
代
の

若
者
を
指
し
ま
す
。
西
図
書

館
３
階
に
あ
る
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
10
代
の
利
用
者
が

〝
今
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
〞 

〝
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
〞 

〝
大
人
に
な
る
た
め
に
必
要
な

も
の
〞
な
ど
を
、
図
書
館
資

料
・
情
報
誌
等
を
通
じ
て
情

報
発
信
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ナ
ー
内
に
は
、
思
春

期
の
悩
み
・
部
活
動
・
進
路

や
職
業
に
つ
い
て
の
本
、

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
入
門
書

な
ど
が
あ
り
、
月
ご
と
に
テ

ー
マ
を
決
め
て
展
示
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
元
気
に

な
れ
る
本
は
？
」「
忘
れ
ら

れ
な
い
台
詞
は
？
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
に
投
稿
用
紙
で
応

え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
」
が
あ
り
ま
す
。

利
用
者
同
士
が
交
流
で
き
る

よ
う
に
ボ
ー
ド
に
投
稿
用
紙

を
張
り
出
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

情
報
誌
「
ほ
っ
図
書
部
」

で
は
、
お
す
す
め
本
や
図
書

館
で
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

紹
介
、
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
イ
ラ
ス
ト
等
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
全
図
書
館
・
公

民
館
図
書
室
等
で
配
布
し
て

お
り
、
市
内
中
学
校
・
高
等

学
校
に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
投
稿
企
画
や
、
職

業
に
関
す
る
講
座
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
講
座
で
は
、
ゲ

ー
ム
翻
訳
者
や
声

優
・
俳
優
の
講
師
を

お
招
き
し
、
10
代
を

中
心
に
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

同
様
の
Ｙ
Ａ
コ
ー

ナ
ー
は
中
央
・
東
・

北
図
書
館
に
も
あ
り

ま
す
。
学
習
や
読
書
を
楽
し

む
場
と
し
て
、
ま
た
、
青
少

年
の
皆
さ
ん
の
居
場
所
の
一

つ
と
し
て
、
図
書
館
の
Ｙ
Ａ

コ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

10
代
の
た
め
の
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー

10
代
の
た
め
の
Ｙ
Ａ
コ
ー
ナ
ー

船
橋
市
西
図
書
館

船
橋
市
西
図
書
館
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20歳未満の飲酒・喫煙を防止しよう

青少年だより

私
た
ち
青
少
年
相
談
員

（
以
下
、相
談
員
）は
、町
会
・

自
治
会
会
長
の
推
薦
を
受
け
、

千
葉
県
及
び
船
橋
市
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
現
在
２
４
０
名

の
相
談
員
が
市
内
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
相
談
員
の
活
動

は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動

と
全
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
で
企

画
・
運
営
を
行
う
市
の
事
業

の
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

普
段
は
、
５
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
ブ
ロ
ッ
ク
毎

に
企
画
・
運
営
を
行
っ
て
お

り
、
地
域
の
子
ど
も
達
が
遊

べ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

企
画
の
場
は
私
た
ち
青
少
年

相
談
員
が
子
ど
も
達
と
交
流

す
る
場
に
も
な
り
、
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
毎
の
活
動
に
は
、
公
民
館

が
主
催
す
る
ハ
ッ
ピ

ー
サ
タ
デ
ー
や
子
ど

も
ま
つ
り
、
町
会
・

自
治
会
行
事
に
参
加

す
る
こ
と
も
含
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
公
民
館
行
事
や
町

会
・
自
治
会
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
は
、

地
域
の
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
る
各
団

体
と
の
つ
な
が
り
を

作
る
上
で
大
切
な
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

で
企
画
・
運
営
を
行

う
市
の
事
業
で
代
表
的
な
も

の
は
、
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
と

青
少
年
の
つ
ど
い
大
会
で
す
。

青
少
年
キ
ャ
ン
プ
は
２
０
２

３
年
度
に
58
回
目
を
迎
え
４

年
ぶ
り
に
県
外
（
山
梨
県
立

八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
）
で

開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行

し
た
こ
と
に
伴
い
、
マ
ス
ク

な
し
で
会
話
が
で
き
た
り
バ

ス
の
中
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
た
り
、
テ
ン
ト
内

で
の
集
団
宿
泊
も
再
開
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
八
ヶ
岳
エ

リ
ア
の
夏
場
の
平
均
最
高
気

温
が
30
℃
を
超
え
る
こ
と
が

な
い
た
め
暑
さ
対
策
に
も
最

適
の
場
所
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
キ
ャ
ン
プ
事
業
に
つ
い

て
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
55
回
（
２
０
２
０

年
）
と
56
回
（
２
０
２
１

年
）
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
57
回
（
２
０
２
２
年
）

は
バ
ス
内
や
キ
ャ
ン
プ
場
で

の
感
染
対
策
を
具
体
化
（
バ

ス
は
一
人
１
座
席
、
一
人
用

テ
ン
ト
準
備
、
流
し
そ
う
め

ん
で
は
な
く
盛
り
そ
う
め
ん

な
ど
）
し
、
バ
ス
で
の
移
動

距
離
を
短
く
す
る
た
め
に
千

葉
県
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
事
業
を
継
続

す
る
た
め
に
相
談
員
力
を
合

わ
せ
て
工
夫
し
て
い
ま
す
。

つ
ど
い
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ

大
会
と
し
て
企
画
す
る
こ
と

が
主
と
な
っ
て
お
り
43
回
目

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

大
人
気
の
ス
ポ
ー
ツ
雪
合

戦
！
で
は
な
く
、
ド
ッ
ヂ
ビ

ー
（
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
の
ル
ー

ル
で
投
げ
る
の
は
円
盤
型
の

ス
ポ
ン
ジ
）
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら
６

年
生
と
相
談
員
の
混
合
チ
ー

ム
で
リ
ー
グ
戦
を
戦
い
抜
き

ま
し
た
。
順
位
を
競
う
よ
り

も
チ
ー
ム
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
相
談
員

（
大
人
）
を
外
野
に
出
し
た

時
に
一
番
楽
し
ん
で
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ド
ッ
ヂ
ビ

ー
は
子
ど
も
大
人
の
垣
根
な

く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

子
ど
も
達
の
リ
ー
グ
戦
が
終

わ
っ
た
後
に
、
保
護
者
Ｖ
Ｓ

子
ど
も
達
の
試
合
も
開
催
で

き
、
参
加
者
全
員
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

少
し
で
も
相
談
員
活
動
の

楽
し
さ
を
お
伝
え
し
た
い
と

考
え
な
が
ら
活
動
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
相
談
員
の
仲

間
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
活
動
の
主
役
は
子
ど

も
達
で
す
が
、
子
ど
も
達
の

た
め
に
企
画
を
考
え
た
り
企

画
を
実
行
し
た
り
す
る
の
は

相
談
員
で
す
。
相
談
員
と
い

う
名
称
か
ら
「
子
ど
も
の
相

談
に
の
る
ヒ
ト
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、

年
に
何
回
も
文
化
祭
を
や
っ

て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。
私
は
相
談
員
３
期
目

（
９
年
目
）
で
す
が
、
普
段

の
生
活
だ
け
で
は
出
会
え
な

い
よ
う
な
感
動
や
喜
び
を
相

談
員
活
動
の
中
か
ら
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
素

敵
な
仲
間
に
も
出
会
え
て
い

ま
す
。

子
ど
も
達
の
笑
顔
の
た
め

に
、
ご
自
分
の
笑
顔
の
た
め

に
、
相
談
員
を
一
緒
に
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
員
は
昭
和
38
年
か
ら

活
動
を
開
始
し
て
お
り
２
０

２
４
年
度
に
60
周
年
を
迎
え

ま
す
。
子
ど
も
達
を
取
り
巻

く
環
境
は
60
年
前
と
現
在
で

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

直
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験

し
ま
し
た
。
相
談
員
に
は
、

子
ど
も
達
の
笑
顔
を
増
や
せ

る
よ
う
な
環
境
を
提
供
で
き

る
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
た
く
さ
ん

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
環
境

を
提
供
す
る
た
め
に
、
地
域

の
皆
様
に
ご
指
導
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
相
談
員

活
動
を
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
相
談
員
一
同
一
致
団
結
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
企
画
に
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【研修会の様子】

【バレーボール大会】

楽
し
い
相
談
員
活
動

楽
し
い
相
談
員
活
動

船
橋
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

船
橋
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会

船
橋
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

船
橋
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

船
橋
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

船
橋
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ア
フ
リ
カ
の
諺
に
こ
ん
な

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
一
人
の
子
ど
も
を
育
て
る

に
は
、
村
が
丸
ご
と
必
要
で

あ
る
。」

子
ど
も
は
家
庭
だ
け
で
は

な
く
、
村
に
生
ま
れ
る
村
の

子
と
い
う
考
え
方
で
す
。
子

育
て
を
す
る
上
で
、
多
く
の

人
と
関
わ
る
こ
と
が
、
子
ど

も
の
成
長
に
重
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
や
多
く
の
大

人
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る

安
心
感
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
な

の
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
、

こ
の
ア
フ
リ
カ
の
諺
の
よ
う

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

船
橋
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、

「
手
を
結
び
、
輪
を
ひ
ろ

げ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

市
内
の
小
中
学
校
54
校
で
構

成
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
み

心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る

た
め
、
学
校
や
地
域
と
連
携

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
、
活
動
が
制
限
さ
れ
、

多
く
の
事
業
が
中
止
に
な
り
、

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
そ
う
で
し

た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
改
め

て
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。

「
今
、
子
ど
も
た
ち
に
何

が
必
要
か
」、
ま
た
「
子
ど

も
た
ち
が
笑
顔
に
な
る

た
め
に
何
が
で
き
る

か
」
を
考
え
、
活
動
を

見
直
し
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
広
報

委
員
会
、
情
報
活
性
化

委
員
会
等
を
廃
止
し
、

理
事
会
や
研
修
会
等
に

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

で
き
る
よ
う
工
夫
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
が
必
要
と
す
る
研
修
等
を

企
画
し
、
学
び
の
場
を
増
や

し
ま
し
た
。

今
後
も
時
代
に
則
し
た
活

動
を
目
指
し
、
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
寄
り
添
っ
た
活
動
や
研
修

会
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
開
催
し
た
研
究
大

会
で
は
、
戦
争
や
悲
し
い
事

件
・
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
生
き
て

い
る
今
を
大
切
に
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
佐
久
間
レ
イ

氏
の
お
話
と
歌
と
朗
読
劇
で

心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
心
が

柔
ら
か
く
な
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
講
演
を
聴
い

た
皆
さ
ん
と
共
に

涙
を
流
し
、
共
感

す
る
こ
と
で
、
今

こ
こ
に
生
き
る
奇

跡
に
感
動
し
、
毎

日
忙
し
く
仕
事
や

家
事
、
育
児
に
駆

け
回
る
自
分
を
癒

し
、
子
育
て
を
振

り
返
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ

か
け
に
不
登
校
の
児
童
生
徒

が
急
激
に
増
え
た
こ
と
か
ら
、

昨
年
か
ら
不
登
校
に
関
す
る

研
修
会
を
開
催
し
、
保
護
者

だ
け
で
は
な
く
、
学
校
関
係

者
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
不
登
校
の
現
状
を
学

ぶ
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
抱
え

る
悩
み
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
船
橋
に
住
む

子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
と
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
保
護
者

の
視
点
で
高
く
ア
ン
テ
ナ
を

立
て
て
、
身
近
な
役
立
つ
情

報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
も
お

力
添
え
頂
い
て
い
る
関
係
諸

団
体
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
さ

ら
に
強
め
、
船
橋
市
丸
ご
と

で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

ま
た
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る

全
て
の
皆
さ
ま
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和 6 年 11 月 7 日 

生涯学習部社会教育課 

令和 7年船橋市成人式開催要項 

                                                          

1 目 的   「国民の祝日に関する法律」に基づき、大人になったことを自覚し、みず

から生き抜こうとする青年を祝い励ます。 

 

2 期 日    令和 7年 1月 13日（月・祝） 

 

3 会 場    船橋市総合体育館（船橋アリーナ） 

 

4 時 間    

 

 開場時間 開式時間 地域区分（中学校区） 
 

第 1部 
 

10時 30分 
 

11時 30分 
船橋中・湊中・宮本中・若松中・ 

海神中・葛飾中・行田中・法田中・ 

旭中・御滝中・高根中・金杉台中 

 
 

第 2部 

 
 

14時 00分 

 
 

15時 00分 

八木が谷中・前原中・二宮中・飯山満中・

芝山中・七林中・三田中・三山中・ 

高根台中・習志野台中・古和釜中・ 

坪井中・大穴中・豊富中・小室中・ 

特別支援学校 

 

5 対象者    平成 16年（2004年）4月 2日から 

平成 17年（2005年）4月 1日の間に生まれた人 

              該当者 6,284人（令和 6年 10月 1日時点） 

 

6 登壇者    主催者 6名（市長、教育長、教育委員 4名） 

        来 賓 6名（市議会議長、副議長、文教委員長、選挙管理委員長、 

青少年問題協議会長、社会教育委員長） 

  

7 テーマ   船橋から世界へ！いざ、出航 

 

8 記念品   フェイスタオル 

 

9 内容    式典・二十歳のアピール 

※オンラインでの配信（各部ごとに生中継で配信。終了後は中継の録画映 

像を一定期間配信）を予定  
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